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はじめに
わが国の音楽教育は，明治の学制以来，全面的に
西洋音楽を取り入れたカリキュラムが続いてきた。
忘れられてきた日本の伝統音楽を，もう少し取り戻
すべきであるとの反省から，学校教育への導入が図
られてきたが，平成14年の学習指導要領からは，
鑑賞だけでなく，器楽や歌唱などの表現においても
実施されることになっており，次の平成23年版に
も受け継がれている。たとえば中学校を見ると，3
学年間を通じて1種類以上の伝統楽器を扱い，我
が国の伝統的な歌唱を行うことになっている。それ
までは「鑑賞」だけで日本の音楽を扱ってきたのだ
が，「表現」においても日本の楽器や発声法を行う
ということは，大きな変革であった。これまで音楽
科教員養成でも，もっぱら西洋音楽を中心として教
育されてきており，日本音楽のカリキュラムが不足
してきたため，現在の教育現場の教員に日本音楽を
教える力が十分あるとはいえない（1）。そこで，学校
現場で行われている試みには，教員だけでは間に合
わず，専門家を招いた実践とか，地域の祭りや芸能
の関係者の協力を得ているものなどが多いようであ
る。実践されているものは，楽器では，太鼓，筝，
篠笛，三味線，その他があり，伝統音楽のジャンル
もいろいろなものが取り上げられている。
本稿では，日本の伝統音楽の中から，江戸時代に
庶民に親しまれていたことを考慮して，長唄を取り
上げた。長唄は，主に歌舞伎の付随音楽として用い
られ，最も庶民的なジャンルと考えられる。平成23
年度から実施される中学校の新学習指導要領におい
ても，各学年とも「2内容 A 表現」の「（4）表
現教材」において「（イ）民謡，長唄などの我が国
の伝統的な歌唱のうち，地域や学校，生徒の実態を
考慮して，伝統的な声の特徴を感じ取れるもの」と
述べられていることは，民謡や長唄といった，庶民・
大衆に親しまれたジャンルを教材として取り上げる
ことが推奨されているものと考えられる。そこでま
ず，この長唄を使って行われている実践例や実践研
究について，それらが具体的にどのように実施され
ているのかを検討する。これらは，ほとんどが音楽
の教師が行なうというよりも専門家に頼った形の実
践である。そこで，より容易に長唄の導入が可能と
なるような実践方法が必要であろうと考え，1つの
方法を提案する。これは，日本音楽の素養がなくて
も，誰でも授業において長唄を扱うための方法の提
案である。専門家を招くということは，特別な条件
が整っていなければならず，どこでもやれる方法で
はない。音楽担当教師が，付け焼刃的に日本の伝統
音楽を勉強したとしても，不十分な技能で教育実践
をするというのも，教育の姿としては好ましいとは
いえない。地域のボランティアを当てにするという
のも，普遍的な教育のあり方とはいえないだろう。
現状においては，日本の伝統音楽の素養がそれほど
なくても，誰にでもやれる方法を開発することが必
要であろうと考えられる。ここで提案する方法は，
このような考えから，本格的な長唄の教習とはいえ
ないが，それに踏み込む前の第一段階と考えている。
１．いろいろな実践・研究
これまで，日本の伝統音楽のいろいろな実践や研
究が行われているので，それらの中から長唄を扱っ
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たものについて，いくつかの実践のコンセプトと方
法について見てみることにする。各実践例を見ると，
小学校から大学まで，幅広い学年を対象に行われて
おり，時間数も方法もさまざまである。これらの例
を検討し，音楽科における伝統音楽の実施方法の可
能性や問題点などについて考えてみたいと思う。
Ａ．新潟大学教育人間科学部附属長岡小学校
伊野（2005）は，日本の伝統音楽を教育で扱うに
あたって，「その特性を包括的系統的に,そして的
確に把握することが必要」であると述べ，それは西
洋音楽の音色，リズム，旋律などといった捕らえ方
ではなく，「息,音色,言葉,身体といった用語を核
としたカリキュラム成立の可能性を探っていきたい｡」
と述べている。また，伝統音楽の学び方では，「唱
歌（しょうが）を唱えて学ぶように，音楽を丸ごと，
身体を通して受け止め，わかっていくやり方が基本
となってきた。」（伊野 2006）とし，これに基いて
実施する小・中学校のカリキュラムについては，基
本的として「身体」「音色･ひびき」「動き･息」「こ
とば･ふし」といった用語を用いることを提案して
いる（p.91）。
そして，小学校3年生を対象として長唄を用い
た実践を報告しているので（伊野 2008），この内
容を詳しく見てみよう。ここでは長唄の手ほどき曲
「蟲の聾」を教材として，「丸ごと学習」という方法
論を実践している。これは，日本の芸能の学習方法
を踏襲した学習の方法であり，丸ごと学習を「師匠
の規範をそのまま真似て,繰り返し練習し,師匠の演
奏に近づこうとするやり方」と定義し，「師匠の模
範演奏,聴唱,模唱が基本」としている。「蟲の聾」は，
大正7年に杵屋六四郎によって，入門用の教材と
して作られた曲である。この授業実践は，新潟大学
教育人間科学部附属長岡小学校3年生を対象とし
て行われた実践研究の報告であり，長唄の専門家で
ある稀音家芙喜氏を指導者として招いて，3時間の
授業として行われたものである。稀音家芙喜氏が三
味線を弾き，その指導の下に，師匠の三味線に合わ
せて唄うという授業が進められていく。1時間目は
「聴く，真似る」として，お師匠さんの演奏を聴い
てまねる，つまり声を出してみるといった段階であ
る。2時間目は「聴く，真似る，工夫する」として，
グループ単位の実習としてもう少し唄える段階まで
進めている。3時間目は「発表する，自分のものに
する」として，やはりグループ単位で，発表まで到
達させている。つまり3時間の授業時間で，お師
匠さんの三味線に合わせて，楽曲の一部を，およそ
唄うことができる段階に至る。
ここでは，3年生の3時間の授業を，特別に招い
た専門家の指導に委ねて，子どもたちに長唄を唄わ
せてみるという授業プランが示され，その試みの観
察が報告されている。ここで，ひとり一人の子ども
が，この楽曲をどの程度まで唄えるようになったか
についての細かい評価は行なわれていないが，3時
間の授業に子どもが積極的に取り組んだ様子が報告
されている。
Ｂ．千葉大学教育学部大学院
大学院1年生8名を対象とした「日本音楽史論」
という授業において，長唄の三味線の実習を行った
報告である（山田・本多 2001）。13回の授業の中
で，長唄三味線の専門家である山田が，三味線の通
常の指導方法にしたがって，唱歌（口三味線）を用
いる方法で指導したものである。また，数字を中心
とした記号を縦書きにした形の，研精会譜の譜面を
使用している。1回目は，楽器の持ち方と開放弦を
弾く程度の実習であり，楽曲の実習は2回目から
であった。教材は，「さくらさくら」を2回で実習，
端唄の「京の四季」の一部を，唄も入れて2回で
実習，さらに6回かけて，長唄の「都鳥」の前弾
きである「佃の合方」を，2人1組で「二手に分か
れて」弾く形で実習した。指導者の山田は，この授
業を構築するにあたり，教材の選択，唱歌（口三味
線）の使用，映像や音の資料による鑑賞，歌舞伎や
テレビ放送など長唄に関連した情報提供にも配慮し
ている。
これは，時間数と日数をたっぷり取ったうえでの，
三味線と唄の長唄の実習である。専門家による伝統
的な方法による，十分な指導の実習であったようだ。
最後には，教材の曲を発表するという段階にまで達
している。
Ｃ．静岡大学，千葉大学
これは，2つの大学の教育学部での2日間の集中
講義としての7年間にわたる，長唄の三味線の実
習を行ったまとめである（山田 2008）。Ｂと同じ
長唄三味線の専門家の山田が，静岡大学が10時限，
千葉大学が5時限の，1年生の実技の授業として行
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なっている。学生はいずれも2人でペアを組んで1
丁の三味線を共有して実習を行う。時間数と三味線
を2人で共用するなどの点で，Ａほど本格的では
ない。2007年については，静岡大学が30名で，譜
面は三味線の3本の弦の押さえるポジションを示
した文化譜を使用，千葉大学が20名で，譜面は研
精会譜を使用している。ここでもＡと同様に口三味
線を指導し，練習曲として，「かごめ」「さくらさく
ら」「うさぎ」を使用した。さらに静岡大学では，6
時限目以降に，「越後獅子」から「さらしの合方」
を取り上げ，三味線を実習したうえで，唄にも挑戦
させている。
これもやはり，専門家による伝統的な方法に基い
た，三味線に唄も加えた形の指導である。
Ｄ．中学校
長唄を唄ってみようという5時間の授業の実践
である（清田 2006）。教材にはCD付きの本「長
唄をうたおう」（芳村 2003）の中から「越後獅子」
の一部を用いている。CDには，三味線の伴奏（カ
ラオケ）と範唱が入っている。1時間目は，音や映
像で長唄を鑑賞し，続く3時間でCDの範唱を活
用して，グループで練習をする。最後の1時間で
は，「県内の音楽教師を対象とした実技講座の講師
を務めた経験をもつ学校音楽教育に理解のある人物」
である「ゲストティーチャー」（専門家）が招かれ
て指導している。ここでテキストとして使われた
「長唄をうたおう」には，「越後獅子」「勧進帳」「元
禄花見踊り」の，五線譜による楽譜が掲載されてい
る（2）。五線譜の楽譜をピアノで弾くなどして指導し
たかどうかは書かれていない。
この実践では，教師があらかじめ「伝統的な教授
法で」専門家の指導を受けたうえで，4時間目まで
は教師が指導し，最後の5時間目に専門家を招い
て，その演奏を鑑賞し，専門家の三味線に合わせて
子どもも唄うという実習を行なっている。
Ｅ．群馬県高崎市塚沢中学校
学習指導要領に示されている「曲種に応じた発声」
の記述に基いて，伝統的な歌唱を扱った実践である
（群馬県高崎市塚沢中学校 2006）。中学1年生に
対して，長唄「越後獅子」の一部を教材として，ゲ
ストティーチャーを招いて，その三味線に合わせて
唄うという4時間の実習である。1時間目は音や映
像による鑑賞で，2時間目と3時間目にCDを活用
して，学習カードに「音の高低や長短を自分なりの
記号等で記入する活動」を行ない，CDに合わせて
唄の練習を行なう。4時間目には，専門家の三味線
に合わせて唄うという仕上げの実習を行なっている。
ここでは，やはり1時間目から3時間目は教師
が指導し，4時間目に専門家を招いて，その三味線
に合わせて唄の仕上げをするという実践を行なって
いる。
Ｆ．岐阜聖徳学園大学附属小学校
大学の初等教育課程の学生の卒業研究のテーマが
きっかけとなり，その学生をゲストティーチャーに
迎え，附属小学校の6年生28名を対象として，三
味線に合わせて長唄を唄うという授業実践を行なっ
たものである（宮部 2006）。伝統音楽を授業で実
施する際の問題が「時間配当，楽器確保，指導者，
指導方法」としてあげられている。本実践では，ゲ
ストティーチャーの学生が長唄の経験を持っていた
ものと考えられる。教材には長唄の外記節「猿」と
いう曲の一部を歌唱教材として使い，6時間の授業
を行なっている。1時間目は，作品の解説や範唱の
鑑賞などを行ない，2時間目と3時間目は「聴唱に
よる練習」と口三味線を実習している。4時間目と
5時間目で三味線に合わせて唄うとなっているので，
口三味線だけでなくて歌詞を唄う段階に至ったので
あろう。そして6時間目には子どもの発表を行な
い，さらに5人の専門家を招いて本格的な演奏を
鑑賞している。
この実践では，大学の教員養成課程の学生が長唄
の経験を持っており，長唄の指導を附属小学校で行
なうことを卒業研究のテーマとし，その学生による
6時間の授業を行なっている。全６時間を専門家の
三味線に合わせて，子どもが長唄を唄うという授業
実践を行なった報告である。
Ｇ．白鴎高等学校
東京都立白鴎高等学校は，20年以上前から継続
して三味線の指導をしている学校であり，生徒が自
由に使える三味線を120丁も所有している学校であ
る。この学校の場合は，これまでの試行的な授業実
践とは異なっている。このことは，江戸文化の中心
であった浅草の近くに位置しているという，この学
校の立地にも関係しているようである。音楽の授業
音楽科における伝統音楽の教材化について
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時間の半分を，三味線と唄によるカリキュラムで構
成しており，日本古謡，長唄，民謡，小唄，都々逸
を実習している（和田紳一 2004）。具体的な指導
方法はわからないが，テキスト（野口 1993,2000）
に基いて，教材として，長唄「鶴亀」より，「勧進
帳」より「寄せの合方」「舞の合方」，わらべうた
「たこたこあがれ」，日本古謡「さくら」，民謡「黒
田節」「安来節」「ソーラン節」，小唄「お伊勢参り」，
都々逸「咲いた桜に」，童謡「小さい秋見つけた」
など，多様なジャンルと曲目が使用されている。こ
の学校は，戦前の女学校から続く長い伝統を持った
学校で，120丁の三味線のうちの50丁は，ある卒業
生からの寄付である。江戸の町民文化の影響を残し
ている土地柄が，このような特殊なカリキュラムを
実現させる要因となっているのであろう。
ここでは，長唄にとどまることなく，三味線音楽
と唄を広く学ぶことによって，ある程度の修得段階
に到達し，伝統音楽をしっかり身につけていると考
えられる。このように本格的に，三味線を中心とし
た伝統音楽を実践している学校は，現状では特異な
ものといえるであろう。
以上，見てきたことをまとめると，まずどの実践
においても，学習方法は三味線や長唄の歌唱の伝統
的な方法に従っているものが多い。Ａではそれを
「まるごと学習」と呼んで，学習方法の大切さを強
調している。Ｂ，Ｃ，Ｆでは，伝統的な学習法であ
る「口三味線」を使っている。Ｄ，Ｅでは，音や映
像資料を使い，これを手本として，まねる方法で行
なっている。これはＡの「まるごと学習」と近い方
法であろう。このような，まねる学習方法で，ある
程度の段階までは，持っていくことができる。実際
の指導について，Ｇを除いて，ほとんどの音楽教師
は日本の音楽について，十分には学んでいないので，
最終的には指導の困難が残る。指導経験のない教材
を指導するためには，まず教師自身が学んで，しっ
かり身につけなければならない。それが短期間には
できない。そこで，ほとんどの場合，伝統音楽の指
導者を招いて実践を行なうことになる。
教育内容については，三味線を教えるケースは，
Ｂ，Ｃでは，大学の授業で専門家の指導者が行なっ
ている。それ以外，Ａ，Ｄ，Ｅ，Ｆは，唄のみの実
習を行っているが，Ａは専門家による指導に委ねて
おり，Ｄ，Ｅ，Ｆは最後の1時間で専門家の三味
線に合わせて唄うという実践が行なわれている。確
かに時間数から見ても三味線をやるのは無理なので，
まずは唄だけを扱うのが良いだろう。Ｇのように本
格的な取り組みができる環境，つまり設備や指導力
を含めた環境が整えば，三味線まで扱うことができ
るようになるだろう。現実に，どこの学校でも行な
えるような実践方法としては，Ｄ，Ｅ，Ｆの形が近
いということになる。
２．実践方法の検討と指導法の提案
上で見てきたように，伝統音楽を教育に取り入れ
るには，教師だけの指導では難しい。そこで，それ
を実現するには，専門家の力を借りなければならな
い。授業は教師が行なうのが通常の姿だが，知識や
技術を持ち合わせていない内容を扱うには，専門家
に頼ろうという発想に向かうことが多い。となると，
謝礼を払って講師を依頼するか，でなければボラン
ティアの協力を頼むということになる。しかし，ど
この地域でも専門家やボランティアを見つけること
ができるだろうか。通常の授業で専門家を頼むよう
な予算は考慮されていないだろう。いずれは教師が，
西洋音楽と同じように伝統音楽の指導力も身につけ
ることが期待されているということであろうが，す
ぐには実現できない。ここで，過渡期である現在の
状況でも実現できるような，伝統音楽の導入方法が
求められることになるであろう。
音楽教師が，伝統音楽を簡単に指導できるような
指導方法の工夫がないだろうか。本稿で検討したい
と考えている方法は，伝統音楽に触れてみるという
程度の実践方法かもしれないが，専門家を招くこと
が困難であっても，伝統音楽に経験のない教師であっ
ても実施できる授業の方法である。何の手がかりも
なく，CDなどに合わせて唄うということは，簡単
ではない。たとえば，上のＥの実践では，学習カー
ドを配り，各自のアイデアで音の高低やタイミング
を記入して，CDに合わせて唄う手がかりをつかも
うとしているが，これも容易な方法ではない。
CDなどの音源に合わせて唄ってみるという方法
を，もう少しわかりやすい形で確立できないものだ
ろうか。まず，唄の音楽的要素を分析的に検討して，
音の高低とリズムに分けてみる。そこで第１段階と
して，リズムだけを捕らえてみてはどうだろう。長
唄は，テンポの変化はあるものの，基本的な構造と
―178―


               
                   

               
              	

               
 
 

               
  	 
  
       

               
               	  

               
                     

               
         	   	   !     	  	 " # 	  $  

               
%      
 
 
 	  


  
   


   



   

  

  

 

   
 
して，2拍子または4拍子の偶数拍子で進行するも
のがほとんどである。その拍子を基準として，リズ
ムに言葉を記入した「楽譜」を作れば，それを見な
がら言葉を唱えるための手がかりとなるであろう。
音高は考慮せず，リズムに合わせて言葉を唱えると
いう実習である。これができるようになれば，音高
に挑戦しても良い。しかしまずは，リズムだけを捉
える練習である。音高の複雑さに比べれば，リズム
のほうがずっとやさしい。
以下に，その楽譜例を示す（図1）。これは，長
唄の「越後獅子」のうち，「何たら愚痴だえ・・・」
で始まる部分の一節を，拍子を単位として言葉の発
音位置を記入したものである（3）。CDなどの演奏に
合わせて，これを見ながら発音してみるという実習
が可能であろう。「おのがすがたをはなとみて」か
ら「まつのはのよにこんこまやかに」の部分は繰り
返しとなっている。ほぼ一定のテンポで進行するの
で，これを見ながら，記入されている言葉を発声す
るのは，そう難しいことではない。最後の「ひいて
うとおやししのきょく」の部分はテンポが変化する
ので，いくらか難易度が上がる。教師は，拍子を取っ
て，発音のきっかけを与える指揮者の役割を担当す
ることになる。
これを何度か練習するうちに，だんだん正確に言
葉を発するタイミングが掴めてくるであろう。そう
したら，音高にも関心を向ける余裕が出てくるので，
唄うことに挑戦しても良い。ただし，耳で聴いて音
高を捉えていく作業であるから，必ずしも全員が音
高を厳密に唄うことを目指さなくても良いであろう。
簡単な実習なので，長唄や越後獅子に関する知識
の解説を含めて，1時間の授業プランとして扱って
もいいし，授業時間の半分ほどを使って，何回かに
亘って行なっても良いであろう。
このプランの眼目は，日本の伝統音楽や長唄に経
験のない教師であっても，取り組める教材と方法を
提示しようということなのである。今回は，「越後
獅子」の一部で，最もテンポが一定な部分を選んで，
教材として作成した。同様に，長唄の他の演目につ
いても楽譜を作ることは難しくない。
ここで，この楽譜を使って授業を組み立てる際の
音楽科における伝統音楽の教材化について
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図１
ポイントを考えてみる（図２）。これを授業案のベー
スとして，授業で実施することができるであろう。
まとめ
音楽科の授業に伝統音楽を取り入れることは，な
かなか容易なことではない。教員養成において単位
化されているとはいえ，時間数も少ないし，そこで
初めて体験する学生がほとんどであるからだ。ピア
ノはお稽古事で幼少時から学んでいることが多いが，
三味線や箏をやっているということは少ない。音楽
科の授業で実践しようとしても，途方にくれるとい
うのが現実だろう。実際にどのように伝統音楽を実
践したらよいかということを検証するために，本稿
では，江戸時代以来，歌舞伎の音楽として庶民に親
しまれてきた長唄を取り上げ，長唄を実践した報告
として，ＡからＧの事例の7例の内容を検討した。
ここでわかったことは，やはり現場の教師だけで実
践できている例は少なく，専門家に頼らざるを得な
いということである。Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｆは専門家によ
る指導の報告であった。これらの実践例に見られる，
現場の教師に実践できる方法としては，Ｄ，Ｅの例
で見られるように，CDに合わせて唄ってみるとい
うものである。この方法は，何度も繰り返していれ
ば徐々にできるようになっていくであろうという方
法論だが，本稿ではそれをもう少しメソード化した
方法を提案した。これは，唄う前の段階として，リ
ズムを把握して語るという練習となっている。長唄
をはじめとする日本の伝統音楽が，テンポは揺れる
が，基本的には一定の拍を保持しているという構造
に着目し，拍を明確にした楽譜を作成した。拍に乗
りながら言葉を唱えるという実践によって，言葉が
拍のどの位置にはめ込まれ，どのように語られて楽
曲が進行していくのかを体験的に理解できるであろ
う。この拍による楽譜を使った学習は，伝統音楽の
経験が少ない教師にでも行なえる指導方法といえる
であろう。ここでは指導方法のプランを具体的な形
で示したが，これを用いた実践による検証によって，
その効果について評価を行うことうことを，今後の
課題としたい。
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注
（1）日本の伝統音楽を実践することが，学校の現場
で広く受け入れらるかどうかを調査するために，
アンケートの形で意見を聞いた。学習指導要領の
内容を再確認し，一通り日本の伝統音楽を音と映
像で紹介した上で，伝統音楽を実践すべきか，ま
た実践できるかどうかの2点について聞いた。
結果を簡単にまとめると以下のようになる。
1）小学校教員養成課程の大学 2年生の場合
（23名）：国際化・グローバル化の観点からも，
伝統音楽を実施することには賛成している。しか
し自分にできるだろうかという不安はある。
2）小中学校で音楽の授業を担当している先生
たち（中学校は音楽科，小学校・特別支援の場合
は音楽専科と担任を含む）（17名）：国際化・グ
ローバル化の状況を見ても，伝統音楽を実施する
ことは賛成している。そのうち３名は，やらなけ
ればならないのだろうと受け入れている。ただし，
いずれの場合にも，自分がやるには困難があると
いう意見が多い。
対応法として，教員の研修をすべき，あるいは
地元の専門家を招くべき，などの意見が見られた。
（2）伝統音楽や民俗音楽を五線譜で記述すること
は，細かいピッチのずれや音の揺れなどに対する
表現の問題から，最近では用いないのが主流であ
る。しかも伝統音楽の中で工夫され，作成された
楽譜では，単に数字の表記であったり，三味線の
３本の弦に基いたタブ譜であったりと，細部の音
長・音高のゆれや演者による違いへの余地は残さ
れているが，五線譜表記は，そういった点でも厳
密すぎる。しかし伝統音楽の専門家のほうが，か
えって五線譜を信用している場合がある。
（3）この楽譜は，筆者のプランから大野茉利（富山
大学大学院教育学研究科平成20年度卒業生）さ
んが作成した。音源として用いたのは，『七代目
芳村伊十郎長唄全集30（越後獅子，多摩川）』
（コロムビア CDCF-70125）の「越後獅子」。
（2009年10月 8日受付）
（2009年12月22日受理）
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